
収獲したにんじんを手に記念撮影（イオンチアーズクラブ「ウエルシアつくば」）
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AEON Cheers Club

　
2
0
2
2
年
9
月
、茨
城
県
つ
く
ば

市
内
の
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
22
店
舗
と

協
力
し
、
イ
オ
ン
チ
ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ

「
ウ
エル
シ
ア
つ
く
ば
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

35
名
の
小
学
生
が
メ
ン
バ
ー
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
３
回
の
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
最
初
の
頃
は
人
見
知
り
を
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
自
ら
進
ん
で
話

し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
３
回
の
活
動
は
11
月
13
日
、つ
く
ば

市
の
農
場
で
に
ん
じ
ん
の
収
穫
に
子
ど

も
た
ち
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、に
ん
じ
ん
に
多
く
含
ま
れ
る
栄
養

素
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、話

し
に
聴
き
入
る
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な

眼
差
し
が
印
象
的
で
し
た
。

い
よ
い
よ
畑
に
移
動
し
て
収
穫
開

始
。
土
の
中
か
ら
色
鮮
や
か
な
に
ん
じ

ん
が
現
れ
る
と
、「
抜
け
た
、抜
け
た
！
」

大きなにんじんが採れて大喜び。

土
の
匂
い
、野
菜
の
手
触
り

心
が
育
ってい
き
ま
す

イオンチアーズクラブに入会をご希望の方は、こちらのQRコードを
スマートフォン等で読み取り、新規登録フォームから申請をお願いします。
https://aeon1p.or.jp/aeoncheersclub/ja/register

イオンチアーズクラブご入会フォーム

自然や環境などに興味や関心を持ち、考える力を育む場として、小中学生
を中心に、全国420店舗を拠点に体験学習を行っています。各クラブは

「環境・社会」に関する独自のテーマに沿って活動を行い、1年間の成果を
壁新聞に取りまとめています。毎年2月から、9つのエリアで壁新聞の発表
大会が行われ、上位に入賞したクラブは、全国大会に出場しています。

イオンチアーズクラブは



News

「
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
デ
カ
い
ぞ
」
な
ど
、

あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し

た
。採

れ
た
て
の
に
ん
じ
ん
を
食
べ
て
み

る
と
、想
像
以
上
に
糖
度
が
高
く「
あ

ま
ー
い
」「
も
っ
と
ち
ょ
う
だ
い
」な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。今
後

も
イ
オ
ン
チ
ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

初めて抜いたにんじんに大満足。

説明を聴く
真剣な眼差し。

今まで体験したことのない
甘さ。

にんじんの栄養素について紙芝居で説明。

みんなで掘った採れたての
にんじん。

茨城県つくば市内のウエルシア薬局22店舗との連携により、
2022年秋、新たに仲間に加わることとなったイオンチアーズクラブ

「ウエルシアつくば」。
9月に行われた開会式には新メンバー22名の小学生とその

ご家族が参加。つくば市郊外にある武平ファームで、第1回の活動
「美味しく食べて元気な身体づくり」に臨みました。鎌による本
格的な稲刈り体験のあと、お米の栄養について学習しました。
また土鍋で炊いたご飯を使って「薬膳カレー作り」にも挑戦。子ど
もたちの笑顔と歓声が弾けていました。

第2回（10月開催）はウエルシア調剤薬局での「子ども薬剤師
体験会」。2チームに分かれて薬剤師の仕事について学んだあと、
白衣に着がえた子どもたちが模擬実技（お菓子を用いての薬
づくり）に挑戦。“ホンモノの仕事”を肌で体感する子どもたち。
未来を見つめる真剣な眼がキラキラ輝いていました。

“ドラッグストア初”のイオンチアーズクラブ「ウエルシアつくば」の
活動にご期待ください！

イオンチアーズクラブ
「ウエルシアつくば」が活動を開始
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上／銀座のビルの屋上で養蜂
（画像提供：銀座ミツバチプロジェクト）。
下／各自で考えた献立を発表。

ご家族と一緒に
記念撮影。

イオンワンパーセントクラブ理事長から
表彰状を授与。

金賞受賞者代表による作文の朗読。

　
第
20
回「
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
、身
近
な〝
食
〟に
着
目
し
、「
食
べ

物
か
ら
考
え
る
地
球
温
暖
化
」を
テ
ー
マ

に
作
文
を
募
集
。様
々
な
観
点
か
ら
テ
ー

マ
を
真
剣
に
と
ら
え
、事
実
に
基
づ
い
た

出
来
事
が
描
写
さ
れ
た
秀
作
が
、
全
国

か
ら
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
去
る
11
月
、
東
京
に
て
表
彰
式
を
開

催
し
、
全
国
各
地
か
ら
金
賞
を
受
賞
さ

れ
た
８
名
の
中
学
生
が
参
加
。
表
彰
状

授
与
の
あ
と
、
受
賞
者
代
表
と
し
て
３

人
の
生
徒
に
作
文
を
朗
読
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
朝
日
中
高
生

新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
式
の
終
了
後
は
、1
泊
2
日
の「
食
育

ツ
ア
ー
」を
開
催
。都
心
の
ビ
ル
の〝
屋
上

養
蜂
場
〟を
視
察
し
ま
し
た
。
50
万
匹
の

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
、年
間
1
・
6
ト
ン

も
の
は
ち
み
つ
が
収
獲
で
き
る
こ
と
に

中
学
生
も
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し

た
。こ
の
他
、環
境
負
荷
の
少
な
い
大
豆

ミ
ー
ト
や
コ
オ
ロ
ギ
を
原
料
と
し
た
お
菓

子
の
試
食
な
ど〝
食
と
環
境
〟に
つ
い
て

実
地
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
、環
境
に
配
慮
し

た
給
食
の
献
立
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、発
表
。旬
の
食
材
の
利

用
や
地
産
地
消
を
考
慮
す
る
な
ど
、
選

定
理
由
も
様
々
で
し
た
。

中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
と

発
想
力
が
光
り
ま
し
た

考
え
を
ま
と
め
、
書
く
力
を
養
う

中
学
生 

作
文
コン
ク
ー
ル

中学生が、社会問題をテーマに自分自身
の考えをまとめ、書く力を養うことを目
的に、2003年から実施しています。金賞
に選ばれた10名の中学生の皆さんを東京
で行われる１泊２日の食育ツアーにご招
待しています。さらに金賞の作品は、中
学生向けの新聞にも掲載されます。

中学生作文コンクールは



質疑応答の様子。

内閣総理大臣賞受賞校の発表者（左／三重県立明野高等学校　右／愛媛大学附属高等学校）。

イオンワンパーセントクラブ理事長、
森美樹氏よりご挨拶。

　
２
０
２
２
年
12
月
３
日
、第
11
回「
エ
コ

ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」の
最
終
審
査
会
が

都
内
で
行
わ
れ
、２
次
審
査
を
通
過
し

た
12
校
が
出
場
し
ま
し
た
。
ど
の
高
校

も
、強
い
熱
意
を
も
っ
て
環
境
問
題
に

向
き
合
い
、身
近
な
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
る
発
表
で

し
た
。
内
閣
総
理
大
臣
賞（
2
校
）、文

部
科
学
大
臣
賞
、
環
境
大
臣
賞
、
イ
オ

ン
ワ
ン
パ
ー
セ
ン
ト
ク
ラ
ブ
賞
、審
査
員

特
別
賞
に
６
校
が
選
ば
れ
賞
状
と
活
動

奨
励
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
普
及
部
門
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝

い
た
三
重
県
立
明
野
高
等
学
校
は

「
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
で
地
域
に
あ
か
り
を
！ 

持
続
可
能
な
畜
産
モ
デ
ル
の
普
及
活

動
」と
題
し
、
地
域
で
飼
料
に
利
用
で

き
る
モ
ル
ト
粕
な
ど
を
食
品
循
環
資
源

と
し
て
収
集
し
、新
た
な
飼
料
の
製
造

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
輸
送
に
か
か
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
飼
料
費
削
減

に
成
功
し
、
県
内
初
と
な
る
エ
コ
フ

ィ
ー
ド
認
証
を
取
得
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。　

一
方
、専
門
部
門
で
の
内
閣
総
理
大

臣
賞
は
愛
媛
大
学
附
属
高
等
学
校
が
受

賞
。「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
実
態

調
査
と
解
決
へ
向
け
て
の
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
な
ら

な
い
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の

製
法
を
研
究
し
、
そ
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
成
功
。
さ
ら
に
研
究
成
果
の
情
報
発

信
と
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　高

校
生
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
活
動
が

地
球
環
境
問
題
の
改
善
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
の
改
善
に

独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
で
挑
み
ま
す

左／生分解性プラスチック開発実験の様子（愛媛大学附属高等学校）。
右／エコフィードを製造する様子（三重県立明野高等学校）。

仲
間
と
取
り
組
ん
だ
、
環
境
活
動
を
発
表

高
校
生 

エコワン
グ
ラ
ン
プ
リ

高校生が日ごろ学校で取り組んでいる環境活動について発表を行い、表
現力や発信力が向上することを目指して、２０１２年より開催しています。内
閣総理大臣賞、文部科学大臣賞、環境大臣賞など各賞の表彰を行い、受
賞校に賞状と活動奨励金を授与しています。

エコワングランプリは



各国で奨学生の認定が行われています
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イ
オ
ン
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
事
業
で
は
、奨

学
生
同
士
が
交
流
を
深
め
、
環
境
活
動

や
日
本
文
化
の
体
験
を
通
し
て
視
野
を

広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今
回
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持

続
可
能
性
）」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、国
籍

や
大
学
が
異
な
る
43
名
の
学
生
が
、

２
０
２
２
年
11
月
26
日
と
27
日
の
２
日

に
わ
た
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
朝
は
千
葉
県
蓮
沼
海
浜
公

園
に
て
海
岸
防
災
林
再
生
の
た
め
の
植

樹
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

大
雨
で
一
瞬
雨
が
止
ん
だ
短
い
時
間
で

し
た
が
、
学
生
た
ち
は
苗
木
を
一
本
ず

つ
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。
午
後
は
千
葉

県
内
の
研
修
施
設
に
移
動
し
、８
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
。「
2
0
5
0
年
に
ど
ん
な
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
未
来
を
実
現
し
て
い
る
か
？
」を

テ
ー
マ
に
、熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。発
表
で
は
、科
学
技
術
の
発
展
に
よ

未
来
の
た
め
に〝
木
を
植
え
る
〟

学
生
た
ち
の
夢
を
託
し
て
…

り
、
今
よ
り
も
安
く
て
環
境
負
荷
の
少

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
や
培
養
肉
の
普

及
が
進
む
と
の
予
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
千
葉
の
郷
土
料
理「
太
巻
き

祭
り
ず
し
づ
く
り
」を
体
験
。〝
地
元
食

材
の
活
用
で
環
境
負
荷
を
低
減
で
き
る
〟

地
産
地
消
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
初

め
て
の
す
し
づ
く
り
と
そ
の
お
い
し
さ

に
、学
生
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

日
本
と
母
国
の
架
け
橋
を
目
指
す

ア
ジ
ア
各
国
の
大
学
生
を
応
援

イ
オ
ン
ス
カ
ラ
シッ
プ（
奨
学
金
制
度
）雨の合間に苗木を植える奨学生。

認定証を手に記念撮影をする
日本に留学中の奨学生。

上／ホワイトボード
を使って議論する学
生。
下／8チームに分かれ
てデ ィスカッション
を実施。

上／認定証を手に記念撮影をするインド
ネシア大学とボゴール農科大学の学生

（インドネシア）。
左下／式典の様子（ベトナム）。
右下／「私の夢」をスピーチ（中国）。

アジアの大学生を対象に、日本と母国の架け橋となり活躍して
ほしいとの願いのもと実施しています。授業料と生活費を両方
支給している他、奨学生同士の交流や宿泊研修カリキュラム、
ボランティア活動などを行っています。

イオンスカラシップ（奨学金制度）は



右から玉城デ ニ ー沖
縄県知事、イオンワン
パーセントクラブ事
務局長本田陽生。
沖縄県庁で行われた
復興支援金1億円贈呈
式にて。

　
イ
オ
ン
ワ
ン
パ
ー
セ
ン
ト
ク
ラ
ブ
は
、

２
０
１
９
年
10
月
末
の
首
里
城
火
災
直

後
に
、
向
こ
う
５
年
間
で
５
億
円
を
寄

付
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
今
年
も
１
億

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
秋
、い
よ
い
よ
正
殿
の
復

元
工
事
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
琉
球
王

国
時
代
か
ら
首
里
城
造
営
・
修
復
の
際

に
行
わ
れ
て
来
た
伝
統
祭
事
で
あ
る

「
木
曳
式（
こ
び
き
し
き
）」に
倣
い
、10
月

29
日（
土
）か
ら
11
月
３
日（
木
）ま
で
復

興
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。復

元
に
使
用
す
る
た
め
、
県
の
北
部
か
ら

切
り
出
さ
れ
た
木
材
が
運
ば
れ
る
際
、

行
わ
れ
る
沖
縄
伝
統
の
踊
り
に
イ
オ
ン

チ
ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
挑
戦
し

た
ほ
か
、
首
里
城
の
木
材
を
再
利
用
し

た
木
工
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、那

覇
市
近
郊
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
で
き
る
支

援
と
し
て
、沖
縄
の
人
々
を
元
気
づ
け
、

一
緒
に
応
援
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
、「
イ
オ
ン
チ

ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ
首
里
城
復
興
支
援
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
。
復
興
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
期
間
中
、首
里
城
を
描
い
た

作
品
の
中
か
ら
入
賞
し
た
1
6
9
作
品

を
全
国
か
ら
集
め
て
展
示
し
、
最
終
日

の
11
月
3
日（
木
）、首
里
城
公
園
内
の

首
里
杜
館（
す
い
む
い
か
ん
）前
広
場
で

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

復
興
支
援
活
動
の
内
容
が

新
た
な
段
階
を
迎
え
ま
し
た

〝
首
里
城
を
再
び
〟と
願
う

す
べ
て
の
人
々
の
心
と
と
も
に

首
里
城
復
興
支
援

イオンワンパーセントクラブは、大規模災害により被災した方々が、
日常の生活を一日でも早く取り戻せるよう、緊急支援金の贈呈などを
行い、被災地の復旧・復興などを支援しています。

焼失前の首里城正殿。

正殿の復元に使用される木材
の前で、沖縄伝統の踊りに挑
戦するイオンチアーズクラブ
のメンバー。

左／首里城で使用されていた木を
使ってコースター作りに挑戦。
下／完成した作品。

「イオンチアーズクラブ首里城復興支援ポスター
コンクール」の最優秀賞作品（上）と表彰式に参加
した沖縄のイオンチアーズクラブメンバー。



こちらのＱＲコードをスマートフォン等で読みとると
当財団の活動の詳細をご覧いただけます。
https://aeon1p.or.jp/1p/

発行元：公益財団法人イオンワンパーセントクラブ　
 〒261－8515　千葉市美浜区中瀬1丁目5番地1
 ☎043-212-6023　{1p@aeon.info

ご挨拶

イオンワンパーセントクラブは、「平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する」という
イオンの基本理念を具体的な行動に表すため、1990年に設立されました。
　小学生を中心に自然や環境について体験学習を行う「イオンチアーズクラブ」や、社会問題を
テーマに自分自身の考えをまとめ、書く力を養う「中学生作文コンクール」、日ごろ学校で取り組
んでいる環境活動について発表し、表現力や発信力の向上を目指す「高校生エコワン
グランプリ」、日本と母国との架け橋となり、活躍することを目指すアジアの大学生を支援する
奨学金「イオンスカラシップ」など、それぞれの国や地域で子どもたちの成長に合わせた、育成
を目指して事業活動を実施しています。その内容について、日ごろからご支援をいただいて
いる皆さまにご理解をいただきたく、活動の一端をご紹介申し上げます。
　子どもたちがさまざまな体験をし、文化や価値観の異なる多くの人々と触れ合うことで、平
和な社会の担い手に育つことを願い、イオンワンパーセントクラブはこれからも努力を重ねてま
いります。何卒、皆さまのご支援とご指導をいただけますようお願い申し上げます。

公益財団法人
イオンワンパーセントクラブ 理事長

森  美樹

イオンチアーズクラブ・メンバー募集中
◎どんな活動をしますか？

「自然観察」「農業体験」などを通して、みんなで楽しみながら学びます。

◎どんな人たちが参加していますか？
主に小学生です。

◎いつ、どこで活動していますか？
学校が休みの日に、山、海、川、田んぼ、畑などで活動します。

◎お金はかかりますか？
入会金・年会費はございません。

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ
1p@aeon.info　☎043-212-6023（平日10時～17時）

お問合せ

入会をご希望の方は、こちらのQRコードをスマートフォン等で
読み取り、新規登録フォームから申請をお願いします。
https://aeon1p.or.jp/aeoncheersclub/ja/register

イオンチアーズクラブご入会フォーム


